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第 2 章では、純鉄における高エネルギー粒子照射効果について述べた。純鉄に、 2MeV 電子線、低エネルギー(~







第 3 章では、金ナノ結晶における高エネルギー粒子照射効果について述べた。金ナノ結晶に、 2MeV 電子線、 60MeV




















1) 純鉄材料に対する、電子線、軽イオン、重イオン粒子の 1 MeV から 3.5 GeV の広いエネルギー範囲で、の電気抵
抗の変化の測定データを得ている。
2) 測定データの解析より、欠陥生成、消滅断面積を求めているが、それが特に高エネルギー重イオンで初期イオン
化率に非線形に依存することを明らかにしている。
3) このことより、電子系から格子系へのエネルギー移行の過程で、クーロン爆発メカニズムが重要なファクターとな
っていることを初めて明らかにしている。
4) 金ナノ結晶材料を用いて、同様な実験を行い、高密度電子励起の効果があることを示している。
5) ナノ結晶材料では、生成される欠陥は多結品に比べると熱的に不安定となることを明らかにしている。このこと
を利用して、材料改質が可能であると結論している。
以上のように、本論文は、核エネルギーシステムに用いる材料の粒子線損傷効果の解明のための基本的データを系
統的に与えている上に、新しい知見として高密度電子励起効果の重要性を明らかにしている。原子力科学の基礎への
重要な貢献であると言える。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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